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 フェイズドアレイＵＴ（以下 PA-UT）とは近年医療分野から工業分野に広がってきた超音波探傷技術

のことであり、広範囲に入射させた超音波ビームを電子的に制御することで検査対象物の内部状況を断面

画像として把握できることが最大の特徴です。 

 

 

 通常の超音波探傷（以下 UT）に用いら

れる探触子は超音波を送受信する振動子

が一つであるのに対し、PA-UT の探触子

は複数の振動子を有した構造（アレイ状）

になっています。PA-UT では、その一つ

一つから送信される超音波ビームを電子

的に制御することで、超音波ビームのスキ

ャンニングやフォーカシング等のコント

ロールが可能であり、複数のきずを有する検査対象物の内部状況を一つの断面画像（B スコープ）とし

て得ることが出来ます。これら PA-UT の超音波ビームのコントロール技術により、従来探傷が困難で

あった部位への UT 適用が期待されます。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

用途 UT PA-UT 

溶接部の探傷 屈折角が固定であるため、探傷

時複数回のスキャンが必要 

複数の屈折角により一度のスキャンで探傷可

能。検査時間短縮によるコストの低減。 

きずのサイジング きずの端部エコーの検出が困難

で、検査員の技量に左右される。

画像データによりきずの端部エコーを容易に

判読できる。きずのサイジング精度の向上。 

ボルトの腐食検査 腐食部の検出は極めて困難 画像データにより腐食部の位置及び範囲を容

易に判断できる。 
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以下はきず深さ測定の例として、STB-A1試験片の高さ2mmのスリットをPA-UTの斜角探傷モード

で探傷したものです。 

きずの端部エコーは本来検出難易度が高く、従来のUTでは熟練した技術者が時間をかけて探傷するも

のでしたが、PA-UTでは探傷部の断面状況をリアルタイムに把握することが可能であるため、きずのコ

ーナーと先端部を明瞭に捕らえることができ、精度の高いきず深さの測定が可能になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また下記はボルトの腐食検査の例として、M20のボルトに疑似腐食を施したものをPA-UTの垂直探

傷モードで探傷したものです。 

 従来のUTでは検出困難だったネジ部の腐食ですが、PA-UTでは探傷部を断面画像データとして認識

することができるため、腐食の位置及び範囲を容易に判断することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▽探傷例 
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